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プロジェクト登録

2030 2050

カーボンニュートラルの度合い

足下

46%削減

カーボンニュートラル

グリーン成長戦略
• 成長が期待される14分野
• 革新的イノベーションによるカーボ

ンニュートラルの実現

長期戦略

• パリ協定の規定に基づく長期
低排出発展戦略として策定

• 2050年カーボンニュートラルに向け
た分野別長期的ビジョン

エネルギー基本計画
• エネルギーミックス
• 供給サイド重視のエネルギー政策
• 目標まで10年以下であり、既存技術の活

用の必要性等を提示

地球温暖化対策計画
• 新たな2030年度温室効果ガス削減目標
• 2030年度目標の裏付けとなる対策・施策

クリーンエネルギー戦略
• 脱炭素を見据え、将来にわたって安定的で安価なエネルギー供給を確保
• 供給サイドに加えて、産業など需要サイドの各分野でのエネルギー

転換の方策を整理

エネルギー起源二酸化炭素排出量等計算ツール(経済産業省)
https://www.meti.go.jp/policy/economy/
kyosoryoku_kyoka/jigyo-tekio.html

セルフ診断ツール(省エネルギーセンター)
https://www.shindan-net.jp/selfcheck/

CO2チェックシート(日本商工会議所)
https://eco.jcci.or.jp/checksheet

中小企業基盤整備機構
「カーボンニュートラル」
全国オンライン相談

炭素生産性 ＝ 付加価値額
エネルギー起源二酸化炭素排出量

※付加価値額＝営業利益＋人件費＋減価償却費

新たな経営指標:炭素生産性

「カーボンニュートラル」の目標

「カーボンニュートラル」に向けた企業の取り組みの全体像

直面する課題に対する支援 CN:カーボンニュートラル

※上記の主要な支援策以外にも、様々な支援策があります。


